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伊平屋村

伊平屋村人口動態
平成２８年５月末現在

1世帯当
りの人口合 計女男世 帯区 名

2.40人(±0)290(±0)134(±0)156(±0)121田 名
2.32人（－ 2)251(±0)125（－ 2)126（－ 2)108前 泊
1.98人(±0)326（－ 1)151（＋ 1)175（－ 1)165我喜屋
2.15人（＋ 1)295（＋ 1)127(±0)168(±0)137島 尻
2.00人（＋ 1)100（＋ 1)55(±0)45(±0)50野 甫
2.17 人1,262592670581合 計

±0＋ 1－ 1－ 3増 減

7
No.290
2016

平成28年

伊平屋村のHPへ
ジャンプできます 覚
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　6月19日、伊平屋小学校で『第18回 伊平屋幼小中合同運動会』が開催されました。

　今年度は伊平屋小学校建て替えの年であり、旧校舎での最後の運動会になりました。透き通った青空、暑い日

差しが照りつける中、伊平屋幼稚園・小学校『96の伊平屋っ子 心を一つに団結し 太陽の下で 走り出せ』、伊平屋

中学校『大地に刻む僕らの声 最高の笑顔をつかみとれ ～We Can Do It !!～』をテーマに、園児児童生徒一人一

人が自分の出せる精いっぱいの力を発揮するため、演技・競技の練習に取り組んできました。当日は、幼稚園児の

ダンスの途中で曲が止まるという音響の故障や真剣に競い合ったリレー競技での転倒などさまざまなハプニン

グもありましたが、園児児童生徒が一つになり、無事運動会を終えることができました。運動会を盛り上げるた

めに参加して頂いた婦人会・老人会、職域リレーへ参加された皆様、ありがとうございました。
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▲選手宣誓（生徒会長・児童会長） ▲千変万化（中学3年チーム） ▲かけっこ（小学1年生）

▲ダンス（幼稚園生） ▲栄光の架橋（小学3～6年生） ▲風を感じてパラバルーン（小学1・2年生）

▲フォークダンス（中学生） ▲親子二人三脚・三人四脚 ▲みんなで楽しくお弁当♪

▲エイサーへ飛び入り参加 ▲職域リレー（海漁チーム） ▲紅白対抗総力リレー（白組）

▲校歌ダンス（小学生） ▲字別対抗小中一連リレー（田名チーム） ▲係の仕事も頑張りました！（アナウンス係）
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　5月22日、伊平屋中学校体育館で『第15回伊平屋

村バドミントン大会』が開催されました。

　伊平屋村体育協会・伊平屋村バドミントン同好会主

催によるこの大会も15回目を迎え、今年度も小学生

から一般まで多くの選手が参加しました。Cクラス

（初心者・小学生4年生以上対象）、Bクラス（たしなみ

程度の男女混合／女子経験者対象）、Aクラス（経験者

対象及び同好会）に分かれ、予選リーグ戦・決勝リーグ

戦まで白熱した試合が行われました。また今年度は、

ヤンマー沖縄㈱バドミントン同好会の皆さんも参加

され、試合・懇親会を通して親睦が深められました。

≪成績≫

Aクラス

　優　勝：荷川取秀人／真栄城剛ペア（ヤンマー）

　準優勝：前堂義貴／赤嶺成久ペア（ヤンマー）

Bクラス

　優　勝：桃原建／名嘉紘輝ペア

　準優勝：新垣直美／東江由香里ペア

Cクラス

　優　勝：石川孔清／仲川透弥ペア

　準優勝：上原留美／安里美波ペア
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　6月12日、伊平屋村離島振興総合センター体育館で伊平屋村体育協会主催による『第18回 各種団体対抗球技

大会（バレーボール大会）』が開催されました。

　今年度は例年より多い9団体が出場し、予選リーグから白熱した試合が続き、大会を盛り上げました。その中

から、決勝リーグを勝ち進んだTEAM NIKE（チーム ナイキ）と179号保護者VFチームの2チームで決勝戦が

行われました。両者譲らずの接戦。みごと優勝旗を手にしたのはTEAM NIKEでした。TEAM NIKEの皆さん、お

めでとうございます！
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▲選手宣誓（仲川透哉・石川孔清）

▲Aクラス

▲Bクラス

▲Cクラス

▲盾（優勝・準優勝）

▲優勝 TEAM NIKE▲MVP（男子）川上 汰千選手 ▲MVP（女子）上原 恵理子

▲サーブ賞 上原大希 ▲準優勝 179号保護者VFチーム ▲アタック賞 真栄田幹
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六
月
三
日
、い
へ
や
の
塔
前
に
て
、伊
平
屋

村
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
午
の
村
内
放
送
に
よ
り
村
内
全
域
で
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
、戦
没
者
の
御
霊
の
ご
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。式
典
で
は
、東
恩
納
吉
一
教

育
長
の
開
式
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、伊
礼
幸

雄
村
長
が
追
悼
の
言
葉
、伊
平
屋
小
学
校
六

年
生
の
上
江
洲
凰
く
ん（
児
童
会
長
）が
、平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、伊
平
屋
中
三
年
の
上
江
洲
清
龍
さ
ん

（
生
徒
会
長
）の
指
揮
の
元
、伊
平
屋
小
六
年

生
と
野
甫
小
四
・
五
年
生
、参
列
者
全
員
で

『
月
桃
の
花
』を
歌
い
ま
し
た
。最
後
に
、遺
族

会
を
代
表
し
て
我
喜
屋
善
一
さ
ん
が
平
和
へ

の
願
い
を
伝
え
、参
列
者
は
一
人
一
人
、お
焼

香
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
八
日
、鹿
児
島
県
与
論
町
で『
第

二
十
六
回
や
ん
ば
る
駅
伝
競
走
大
会
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
漁
船
に
て
伊
平
屋
港
を
出
発
。与
論
町
茶

花
漁
港
で
は
、歓
迎
の
旗
を
掲
げ
た
漁
船
に

出
迎
え
ら
れ
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会
か

ら
は
、鹿
児
島
県
和
泊
町
も
大
会
へ
正
式
参

加
し
、十
七
チ
ー
ム
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
度
、本
村
は
選
手
の
入
れ
替
わ
り
な

ど
も
あ
り
大
会
へ
臨
み
ま
し
た
が
、十
七

チ
ー
ム
中
十
二
位
の
成
績
に
終
わ
り
ま
し

た
。懇
親
会
で
は
、東
恩
納
吉
一
団
長（
伊
平

屋
村
選
手
団
）を
筆
頭
に
舞
台
へ
上
り
、来
年

度
に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。選
手
の
皆
様
、ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。来
年
の

地
元
開
催
で
は
、上
位
入
賞
を
期
待
し
た
い

で
す
ね
！

▲1区　神山愛乃選手

▲5区　諸見侑哉選手

▲3区　上原拓海選手

▲9区　与那覇大二郎選手

▲7区　崎原瑞恵選手

▲来年度 地元開催へ向けPR鎧

▲

漁船で盛大に出迎え
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　みなさんは、戦争について考えたことは
ありますか。戦争と聞いて何をイメージし
ますか。
　ぼくは、人が武器を持ち、戦って傷つけ
合う戦争はとてもおそろしいものだと
思っています。
　今から、七十一年前、ぼくたちが住んで
いるこの沖縄でも戦争がありました。ま
た、昭和二十六年六月三日には、アメリカ
軍がこの伊平屋島にも上陸してきました。
島を囲むほどの軍艦から、五千人名のアメ
リカ兵が上陸し、攻撃してきました。この
攻撃により、四十七名の命がうばわれたそ
うです。この伊平屋島にもアメリカ軍が攻
めてきたということを知らなかったぼく
は、ただただおどろくばかりでした。
　では、今のぼくにできることはないので
しょうか。
　絶対にあのおそろしい戦争をくりかえ
してはいけません。これは、ぼくだけでは
なく、だれもが思っていることだと思いま
す。そのために、一人一人が過去の戦争に
ついて学び、そのこわさをわすれないこと
や命の大切さを未来の人たちにも伝えて
いくことがぼくは大事だと思います。
　でも、世界では今も戦争が起きていま
す。その戦争が終わり、世界中のみんなが
平和に暮らせるようになることは不可能
なことなのでしょうか。ぼくは、そうは思
いません。一人一人が真剣に平和になるた
めにできることに取り組めば、世界の未来
は平和になると思います。いや、世界の平
和を願う人がたくさん増えれば、必ず世界

は変わります。みんなで協力
して、平和な世界をつくって
いきましょう。

伊平屋小学校　児童代表
上江洲　凰

臆

俺

牡

卸
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▲お焼香 ▲遺族会代表（我喜屋善一さん）

▲献花（野甫小：大城咲綾さん） ▲月桃の花　歌唱
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五
月
二
十
一
～
二
十
二
日
に
か
け
て
、伊

平
屋
村
歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

『
移
動
図
書
館
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
立
図
書
館
主
催
に
よ
る
移
動
図
書

館
は
、離
島
な
ど
へ
多
く
の
本
を
届
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、本
村
で
も
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。今
年
度
は『
し
お
り
作
り
』の
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、好
き
な
絵
を
描
い
た
り
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
り
、訪
れ
た
人
々
が
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
た
し
お

り
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、た
く

さ
ん
の
本
に
触
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、物
語

の
世
界
へ
引
き
込
ま
れ
て
い
る
様
子
で
嬉
し

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
六
日
、伊
平
屋
村
離
島
振
興
総

合
セ
ン
タ
ー
で『
平
成
二
十
八
年
度
三
校
合

同
研
修
会
　
特
別
支
援
教
育
研
修
会
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
琉
球
大
学
医
学
部
保
健
学
科
よ
り
和
氣
則

江
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
特
別
支

援
教
育
の
視
点
を
活
用
し
た
子
ど
も
理
解
と

対
応
』を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は『
子
ど
も
と
の
接

し
方
・
保
護
者
と
の
接
し
方
』な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
質
問
・
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に

伊
平
屋
小
学
校
の
久
場
絵
里
教
諭
よ
り
お
礼

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
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六
月
一
日
、伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で『
平
成
二
十
八
年
度
伊

平
屋
村
学
力
向
上
推
進
委
員
会
　
総
会
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
の
学
力
向
上
推
進
委
員
会
は
、子
ど

も
た
ち
の『
生
き
る
力
』を
は
ぐ
く
む
た
め
、

そ
の
役
割
を
機
能
的
・
効
率
的
に
遂
行
で
き

る
よ
う
、教
育
委
員
会
、学
校
、家
庭
・
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、一
体

と
な
っ
て
連
携
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。総
会
で
は
、伊
平
屋
村
教
育
委
員
長
よ

り
学
校
部
会
・
家
庭
地
域
部
会
へ
委
嘱
状
の

交
付
・
平
成
二
十
七
年
度
経
過
報
告
・
平
成

二
十
八
年
度
会
則
・
要
項
等
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、総
会
後
に
は
各
部
会
に
分

か
れ
、今
年
度
の
実
践
事
項
等
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
八
日
、伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合

セ
ン
タ
ー
で『
平
成
二
十
八
年
度
市
町
村
等

環
境
保
全
及
び
廃
棄
物
担
当
課
長
会
議
』が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
離
島
開
催
は
初
め
て
の
こ
の
会
議
に
は
、

沖
縄
県
・
事
務
組
合
・
市
町
村
・
伊
平
屋
村

か
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
、環
境
保
全
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
用
い
て
、環
境
等
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
議
終
了
後
の
意

見
交
換
会
で
は
参
加
市
町
村
の
地
酒
を
持
ち

寄
り
、島
の
幸
を
つ
か
っ
た
料
理
で
も
て
な

し
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、村
役
場
職

員
に
よ
る『
い
へ
や
音
頭
』『
青
年
エ
イ
サ
ー
』

の
余
興
等
で
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
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六
月
八
日
、伊
平
屋
幼
稚
園
で
、夏
野
菜
の

苗
を
植
え
る
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
小
学
校
校
舎
の
片
隅
に
あ
る
小
さ

な
畑
に
ゴ
ー
ヤ
、へ
ち
ま
、き
ゅ
う
り
、ピ
ー

マ
ン
の
苗
を
植
え
、園
の
近
く
に
は
オ
ク
ラ

を
植
え
ま
し
た
。こ
の
苗
植
え
体
験
を
行
う

に
あ
た
り
、東
恩
納
厚
太
ち
ゃ
ん
の
父
・
厚
さ

ん
よ
り
苗
の
寄
贈
と
畑
の
整
備
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
苗
の
担
当
を
決
め
、

『
ピ
ー
ス
で
挟
ん
で
、ひ
っ
く
り
返
し
て
、お

し
り
を
ポ
ン
ッ
』と
名
嘉
虹
夏
ち
ゃ
ん
の
可

愛
い
つ
ぶ
や
き
と
一
緒
に
苗
を
植
え
ま
し

た
。速
め
に
作
業
を
終
え
た
安
里
衣
珠
ち
ゃ

ん
・
津
田
啓
太
ち
ゃ
ん
は
休
ん
で
い
る
子
や

先
生
の
分
も
お
手
伝
い
し
、最
後
に
み
ん
な

で
手
を
合
わ
せ『
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
』

と
願
い
を
込
め
、お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
九
日
、伊
平
屋
幼
稚
園
・
小
学
校

で『
日
曜
参
観
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
で
の
様
子
な
ど
、日
頃
め
っ
た
に
見

る
事
の
出
来
な
い
子
ど
も
の
学
習
す
る
姿
を

参
観
す
る
た
め
、多
く
の
保
護
者
が
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
も
い
つ
も
と
は

違
っ
た
雰
囲
気
に
緊
張
気
味
で
し
た
が
、良

い
所
を
見
せ
よ
う
と
は
り
き
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。同
日
、幼
稚
園
で
も
参
観
日
が
設
け

ら
れ
、保
護
者
と
訪
れ
た
弟
や
妹
た
ち
も
一

緒
に
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、県
よ
り

講
師
を
招
き『
親
の
学
び
合
い
講
座
』と
題

し
、生
活
習
慣
を
テ
ー
マ
に
講
座
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
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六
月
七
日
・
十
六
日
、伊
平
屋
保
育
所
で
歯

科
検
診
・
内
科
検
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歯
科
検
診
で
は
、村
歯
科
診
療
所
の
古
波

蔵
先
生
の
顔
を
見
て
固
ま
る
子
や
口
を
ふ
さ

ぎ
泣
き
出
す
子
も
居
ま
し
た
が
、き
り
ん
組

さ
ん（
四
歳
児
）・
ば
ん
び
組
さ
ん（
三
歳
児
）

の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、お
行

儀
よ
く
座
り
、き
ち
ん
と
先
生
へ
挨
拶
を
し

て
診
察
を
受
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、内
科
検

診
で
も『
何
を
す
る
の
？
』と
研
修
医
の
先
生

の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
、不
安
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
る
子
や
泣
き
出
す
子
も
居
ま
し
た

が
、み
ん
な
健
康
に
育
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。こ
れ
か
ら
も
元
気
な
い
へ
や
っ
子
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
五
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
伊
平
屋
小
・

野
甫
小
の
交
流
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
二
校
の
小
学
二
年
生
の
児
童
ら
は
各

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、校
外
学
習
で
我
喜
屋
地
域

の
探
検
へ
出
か
け
、学
校
付
近
の
お
店
や
旅

館
、酒
造
所
を
見
学
、夏
野
菜
な
ど
の
豊
か
な

自
然
も
発
見
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
日
四
・
五

年
生
の
児
童
は
、野
甫
小
学
校
で
学
習
を
行
い

ま
し
た
。翌
二
十
五
日
に
は
野
甫
小
の
二
・

三
・
四
・
五
年
生
の
児
童
が
伊
平
屋
小
を
訪

れ
、一
日
を
通
し
て
伊
平
屋
小
学
校
で
学
習

を
行
い
ま
し
た
。給
食
も
一
緒
に
食
べ
て
、い
つ

も
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
二
日
間
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

▲伊平屋酒造所（小2） ▲我喜屋共同売店（小2）

▲伊平屋小理科室（小3） ▲野甫小中体育館（小4）

▲川上航くん（りす組） ▲武井楓華ちゃん（りす組）

▲西銘弥頼くん（ひよこ組） ▲東恩納央くん（ひよこ組）
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六
月
十
七
日（
金
）、特
定
健
診
受
診
率
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
一
位
は
、田
名
区（
六
九
・
一
％
）、二
位
　
島
尻
区

（
六
六
・
二
％
）、三
位
　
野
甫
区（
六
三
・
六
％
）が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
健
康
村
伊
平
屋
を
目
指
し
実
施
さ
れ
て
今
年
度
で
四
年
目
に

な
る
特
定
健
診
で
す
が
、伊
平
屋
村
全
体
で
は
六
三
・
四
％
の
受

診
率
で
前
年
度
よ
り
〇
・
四
％
ｕ
ｐ
と
い
う
成
果
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、年
々
受
診
率
が
上
昇
し
、田
名
区
の
五
十
五
～
五
十
九

歳
・
六
十
五
～
七
十
四
歳
の
女
性
の
皆
さ
ん
が
一
〇
〇
％
の
受

診
率
な
ど
成
果
が
出
て
き
て
お
り
、村
民
の
健
診
受
診
・
健
康
増

進
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
健
康
村
伊
平

屋
を
目
指
し
、元
気
な
伊
平
屋
島
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
～
！

　
五
月
十
五
日
、伊
平
屋
中
学
校
で
、親
子
で
対
決『
三
番
勝
負
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
中
体
連
夏
季
総
体
へ
向
け
、選
手
た
ち
を
激
励
す
る
た

め
、各
部
活
で
保
護
者
と
の
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
男
女
卓
球
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
の
対

決
。保
護
者
も
日
頃
の
運
動
不
足
の
身
体
に
鞭
を
打
っ
て
闘
い
ま

し
た
。ま
た
、激
励
会
で
は
卓
球
部
の
外
部
コ
ー
チ
の
保
久
村
敦

さ
ん
へ
委
嘱
状
の
交
付
と
感
謝
状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
五
日
～
十
七
日
に
か
け
、伊
平
屋
村
で『
民
泊
体
験
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
読
谷
村
の
古
堅
小
学
校
よ
り
五
年
生（
三
ク
ラ
ス
）八
十
五
名

の
児
童
が
伊
平
屋
村
を
訪
れ
、今
年
度
初
と
な
る
民
泊
体
験
で
、

伊
平
屋
村
の
戦
争
体
験
講
話
を
含
め
た
平
和
学
習
や
地
域
漁
業

体
験（
漁
業
協
同
組
合
見
学
）、炭
づ
く
り
を
す
る
産
業
体
験
を

通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、我
喜
屋
公
民
館
に
て
我
喜
屋
地
区
の
子
ど
も

会
と
の
夕
食
交
流
や
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ン
ス
の
出
し
物
な
ど
を
披
露

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。三
日
目
の
離
村
式
を
終
え
る
と
民

泊
し
た
民
家
さ
ん
と
の
お
別
れ
。本
村
の
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
象
徴
と
な
る
、送
る
者
・
送
ら
れ
る
者
を
繋
い
だ
紙
テ
ー
プ
が

空
を
舞
い
、民
泊
体
験
を
終
え
ま
し
た
。
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▲思い切ったスパイク（野甫愛美選手） ▲東江太蔵選手 母との真剣勝負！

▲期待の新人（根路銘勁志選手） ▲激励BBQ

▲お別れセレモニー▲平和学習（いへやの塔にて）

▲我喜屋子ども会との交流

▲産業体験（炭づくり体験）

▲一位 田名区
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　７月は『県産品奨励月間』です。

　県では、県産品の使用奨励と需要の創出よる景気

の維持、拡大を図り、経済の活性化を促進するため、

産業者・消費者・行政等全県民と一体となって、県

産品奨励運動を展開しています。

　今年度は、県産品の素晴らしさをＰＲするため、

『じょうとうむーん　使うよろこび　県産品』の標

語のもと、県産品の使用奨励に関する広報キャン

ペーンや各種事業を実施してまいります。

　お問い合わせ
　沖縄県商工労働部ものづくり振興課

☎０９８－８６６－２３３７
　（公社）沖縄県工業連合会

☎０９８－８５９－６１９１

刈

侃

瓦

冠
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乾
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　伊平屋島観光協会では、民家宿泊事業を展開して

います。

　農業体験（種まき・除草・収穫など）や漁業体験

（アーサの仕分け・魚をさばく）など。夜は一緒に食事

作りをして楽しく会話をしながら夕食を食べます。

　当協会では、このような家業体験受け入れしてい

ただける民家の方を募集します。

　「いへやじゅうてー」の思いで、子どもたちを受け

入れしていただければ幸いです。興味のある方は、

お気軽にお電話下さい。

・現在の簡易旅館業取得者25名（北部保健所へ申

請中6名）

・2年後修学旅

行生を受入れ

するために、

45名以上の登

録が必要。

　お問い合わせ　伊平屋島観光協会

　☎　　０９８０－４６－２５２６
Ｆａｘ　０９８０－４６－２５３８

　沖縄県司法書士会では、市民サービスの一環とし

て、市民の皆様の権利保護にいくらかなりとも役に

立ちたいと考え、司法書士無料相談を実施する事と

なりました。

●日　　時：平成28年7月11日（月）13時～17時

●会　　場：伊平屋村役場　1F会議室

●相談内容：司法書士無料登記相談（登記・相続など）

●対　　象：一般村民

　お問い合わせ　住民課
緯４６－２１４２

開 催 日：１０月１４日（金）前夜祭

　　　　：１０月１５日（土）大会当日・後夜祭

募集期間：７月１５日（金）～８月１５日（月）

定　　員：１，２００名

　　　　　※定員に達し次第締め切ります。

参 加 料：１０,０００円（参加記念Ｔシャツ、保険料、前

夜祭・後夜祭の飲食費含む）

申込方法：専用申込み用紙での直接申込もしくは

インターネットによる申込み

お問い合わせ：伊平屋ムーンライトマラソン実行委員会

　 ☎  ０９８０‐４６‐２８６７・２８００
　ＦＡＸ０９８０‐４６‐２０９１
E-mail:moon@vill.iheya.okinawa.jp

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙



検検広報いへや2016.7.1●●８８ 

備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル７ 月
保育所夕涼み会２  日（土）

地域教育懇談会（拠点センター）４  日（月）

民泊体験（～8日）天願小学校６  日（水）

海外短期留学生激励会７  日（木）

県夏季総体（～10日　陸上）９  日（土）

校内意見発表会（伊中）
弁当の日
伝統文化学習の日

１３日（水）

第22回伊平屋ムーンライト
マラソン申し込み開始１５日（金）

いへやまつり（～17日）
キャンプツアー（～18日）
おきなわ地域教育の日

１６日（土）

海の日１８日（月）

1学期終業式２０日（水）

夏休みこども教室（22／25／26日）
県中体連（～24日）２１日（木）

IECP（～29日）
海外短期留学（～8/18日）２７日（水）

境港交流学習（～8/1日）３０日（土）

備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル８ 月
東大塾（～11日）３  日（水）
いぜな尚円まつり６  日（土）
山の日１１日（木）
三校合同研修会（ライフスキル）～13日１２日（金）

終戦記念日
旧盆（ウンケー）
ムーンライトマラソン申込締切
NHK『ラストアタック』21時～放送

１５日（月）

旧盆（ナカヌヒ）１６日（火）
旧盆（ウークイ）１７日（水）
海外短期留学生帰国１８日（木）

ウンジャミ
少年を守る日１９日（金）

おきなわ地域教育の日２０日（土）
家庭の日・ファミリー読書２１日（日）
伝統文化学習の日２４日（水）
2学期始業式２５日（木）
遠泳大会（野甫小中）２６日（金）
伊平屋小学校仮設校舎へ引越（伊小）２７日（土）

職場体験（～9/4日）  中学2年生
民泊体験（～9/2日）古蔵小学校３１日（水）

いへやまつり　プログラム
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　5月25日、伊平屋保育所で『誕生日会（5月生ま

れ）』が行われました。

　5月生まれの6名のお友だちを祝福するため、

ホールに集まった園児たちは待ちどおしい様子。きり

ん組（4歳児）の園児から一人一人名前を呼ばれ、照

れながら前へ出ると可愛く着飾ったワンピースやか

りゆしウエアに身を包み嬉しげな表情を見せていま

した。伊平屋保育所のこの誕生日会イベントは、誕生

日の子がいる月に毎月行われています。誕生日を迎

えた園児の皆さん、おめでとうございます！

　6月1日、伊平屋幼稚園の園児たちが、すいかの種

植えに挑戦しました。

　黛智久園長からスイカをもらい、食べた後の種を

『みんなで植えてみよう』と提案があがり、少し時季

外れになるようですが、種植えをしました。暑い中、

外へ繰り出すと土入れ・種まき、植えた種へ土をか

ぶせながら『大きくなってスイカ割りができますよ

うに』と手を合わせ、最後に並べられた鉢へ願いを

込めながら『おおきくなーれ、おおきくなーれ』と水

撒きをしました。植え終ると満面の笑みで『スイカ

が大きくなったら園長先生にプレゼントする』と嬉

しそうに話していました。
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　6月3日、伊平屋村産業連携拠点センター駐車場

で中体連へ向け出発式が行われました。

　伊平屋中学校で活動するサッカー部、男女バレー

ボール部、卓球部の選手を代表して、各チームの

キャプテンが大会へ向けての抱負を述べ、PTA会長

の仲川清春さん・大宜見朝也教頭より激励の言葉を

頂きました。大会では、各チームとも最善を尽くし、

大きなケガ等も無く大会を終えました。なお、来月

行われる県大会へは男子バレーボール部と卓球部

女子が出場する予定です。
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最近歩けるようになった　
上原祢希くん

▲

▲お友だちや兄弟から
　冠のプレゼント♪

▲ダンスでノリノリ（與那嶺彩音ちゃん）

　6月8日、伊平屋村離島振興総合センターで乳幼

児健診が行われました。

　お父さんお母さんと一緒に訪れた乳幼児は、たく

さんの大人に囲まれ緊張気味の様子でした。怖くて

大泣きする子、健診中もニコニコ笑顔の子、さまざ

まな子どもの表情があり微笑ましく、身長や体重も

すくすく育っていて、これからの成長も楽しみな健

診となりました。

▲瀬良垣　力くん

▲名嘉　湊之介くん

▲与那覇　彩世ちゃん

▲嘉納　蒼起くん


